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一
　
は
じ
め
に

　
イ
ギ
リ
ス
の
核
兵
器
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、「
イ
ギ
リ
ス
の
独
自
核
抑
止
力
（independent British nuclear deterrent

）」
や
、「
独
自
核

抑
止
力
（independent nuclear deterrent

）」、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
言
葉
に
頻
繁
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
明
確

な
定
義
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
ま
か
に
は
、
い
ず
れ
も
、「
イ
ギ
リ
ス
が
単
独
、
あ
る
い
は
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
国
と
の
協
調

の
上
で
最
終
的
な
使
用
、
不
使
用
を
決
定
出
来
る
」
戦
略
核
抑
止
力
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
言
え（
1
）る。

　
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
起
源
は
、
第
三
次
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston S. Churchill

）
政
権
（
一
九
五
一
〜

五
五
年
）
の
防
衛
政
策
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
核
戦
力
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
そ
れ
は
、
生
ま
れ
て
早
々
危

機
に
瀕
し
た
。
米
ソ
の
核
軍
拡
競
争
が
「
ミ
サ
イ
ル
時
代
」
に
突
入
す
る
中
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
は
爆
撃
機
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
効
果
的
な
抑
止
が
期
待
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
に
誕
生
し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold 

M
acm

illan

）
政
権
は
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
救
う
べ
く
、
一
九
六
二
年
一
二
月
、
ア
メ
リ
カ
と
「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
（N

assau 

Agreem
ent

）」
に
合
意
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ポ
ラ
リ
ス
（Polaris

）・
ミ
サ
イ
ル
の
提
供
を
受
け
、
そ
れ
を

搭
載
す
る
た
め
の
潜
水
艦
は
自
国
で
建
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
は
そ
の
後
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
す
る
た

め
の
「
五
隻
」
の
潜
水
艦
の
建
造
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
し
ば
ら
く
の
間
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」

は
生
き
延
び
る
か
に
思
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
か
ら
僅
か
二
年
後
、「
独
自
核
抑
止
力
」
の
先
行
き
は
ま
た
も
不
透
明
な
も
の
と
な
っ
た
。「
ナ
ッ
ソ
ー

協
定
」
に
従
っ
て
潜
水
艦
が
建
造
さ
れ
て
い
る
最
中
の
一
九
六
四
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
労
働
党
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
労
働
党
は
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
を
避
け
た
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が
、
そ
れ
は
有
権
者
や
メ
デ
ィ
ア
に
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
の
建
造
中
止
、
す
な
わ
ち
「
独
自
核
抑
止
力
の
放
棄
」
を

意
味
し
て
い
る
と
い
う
「
印
象
」
を
与
え
た
。
し
か
し
、
発
足
し
た
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（H

arold W
ilson

）
の
労
働
党
政
権
は
、

こ
の
「
印
象
」
に
反
し
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
の
建
造
続
行
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
潜
水
艦
の
建
造
続
行
が
決
定
さ
れ

る
と
、
政
権
内
に
お
け
る
議
論
は
、「
数
」
の
問
題
、
つ
ま
り
「
何
隻
の
潜
水
艦
を
建
造
す
る
か
」
に
移
行
し
、
最
終
的
に
は
一
九
六
五

年
一
月
二
九
日
、「
四
隻
」
の
潜
水
艦
の
建
造
が
決
定
さ
れ
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
下
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
「
五
隻
」
の
潜
水
艦
を
建
造
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、「
一
隻
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
決
定
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
第
一
次
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
、
何
故
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
の
建
造
続
行
を
決
定
し
た

の
か
、
そ
し
て
何
故
「
建
造
数
」
を
「
四
隻
」
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
特
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
イ
ギ

リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
そ
れ
が
決
定
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
に
着
目
す
る
。

　
第
一
次
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
期
に
お
け
る
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
建
造
問
題
は
こ
れ
ま
で
主
に
、
ア
メ
リ
カ

に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth Atlantic Treaty O
rganization:

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
内
で
の
核
戦
力
共
有
構
想
、
い
わ
ゆ
る

「
多
角
的
核
戦
力 

（M
ultilateral Force:

Ｍ
Ｌ
Ｆ
）」
構
想
と
、
そ
の
対
案
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
大
西
洋
核
戦
力

（Atlantic N
uclear Force:

Ａ
Ｎ
Ｆ
）」
構
想
に
つ
い
て
の
研
究
の
中
で
言
及
さ
れ
て
き（
2
）た。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
焦
点
は
あ
く
ま
で

も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
内
で
の
核
戦
力
共
有
問
題
に
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
建
造
問
題
に
つ
い
て
は
、
簡
単
に

触
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　
第
一
次
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
期
に
お
け
る
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
建
造
問
題
そ
の
も
の
を
歴
史
資
料
を
用
い
て
詳
細
に
検

討
し
た
研
究
と
し
て
は
、
ギ
ル
（D

avid Jam
es G

ill

）
に
よ
る
論
文
が
存
在
す（
3
）る。
ギ
ル
の
論
文
は
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜

水
艦
建
造
問
題
を
巡
る
政
策
決
定
過
程
を
丁
寧
に
追
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
こ
の
決
定
過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
あ
り
、

特
別
な
議
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
に
対
し
本
稿
は
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
建
造
問
題
を
イ
ギ
リ
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ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
の
歴
史
の
中
に
位
置
付
け
て
考
察
す
る
。

二
　
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」

　
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
の
起
源
は
、
第
三
次
チ
ャ
ー
チ
ル
政
権
（
一
九
五
一
〜
五
五
年
）
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
政
権
は
、
朝
鮮
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
増
大
し
た
防
衛
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
核
抑
止
に
大
き
く
依
存
し
た
防
衛
政
策
を
採
用

し
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
（
を
中
心
と
し
た
同
盟
）
で
は
、
優
先
す
べ
き
攻
撃
対
象
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
き

な
理
由
と
し
て
、
同
盟
か
ら
独
立
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
核
戦
力
の
構
築
を
目
指
し
た
。
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の

「
独
自
核
抑
止
力
」
の
起
源
で
あ（
4
）る。

　
一
九
五
七
年
一
月
に
成
立
し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
保
守
党
政
権
は
「
独
自
核
抑
止
力
」
の
維
持
に
固
執
し
た
が
、
そ
れ
は
、「
自
立
の
た
め

の
依
存
」
と
も
言
う
べ
き
、
あ
る
種
の
「
捩
れ
」
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
は
、
核
兵
器
の
運
搬
手
段
を
ア
メ
リ
カ

に
「
依
存
」
し
な
が
ら
も
、
管
理
・
運
営
上
の
独
立
性
を
堅
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
独
自
核
抑
止
力
」
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ（
5
）る。
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
が
核
分
野
に
お
い
て
採
っ
た
こ
の
「
自
立
の
た
め
の
依
存
」
政
策
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
一
九
六
二
年
に
起
き
た

「
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
（Skybolt

）
危
機
」
と
、
そ
れ
を
収
束
さ
せ
る
た
め
に
英
米
間
で
合
意
さ
れ
た
「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
で
あ
る
。

　
一
九
六
〇
年
三
月
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D. Eisenhow

er

）
米
大
統
領
と
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
会
談
を

行
い
、
開
発
中
の
空
中
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
、
も
し
く
は
そ
の
代
替
と
し
て
潜
水
艦
発
射
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
ポ

ラ
リ
ス
を
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
に
提
供
す
る
合
意
を
取
り
付
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
ら
の
ミ
サ
イ
ル
の
提
供
を
ア
メ
リ
カ
に
望
ん
だ

の
は
、
そ
の
時
点
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
核
装
備
が
脆
弱
な
も
の
で
あ
り
、
ソ
連
に
対
す
る
効
果
的
な
核
抑
止
が
期
待
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で

あ（
6
）る。

マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
、
も
し
く
は
ポ
ラ
リ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
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核
抑
止
力
」
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
二
年
一
二
月
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. Kennedy

）
政
権
へ
と
政
権
が
移
っ
て
い
た
ア

メ
リ
カ
は
突
如
と
し
て
、
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
製
造
計
画
の
中
止
を
イ
ギ
リ
ス
に
通
告
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
製
造
計
画
を

中
止
し
た
の
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
（Robert M

cN
am

ara

）
国
防
長
官
が
、
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
は
費
用
対
効
果
の
面
で
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
と

判
断
し
た
か
ら
で
あ（
7
）る。

ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
維
持
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
に
と
っ
て
こ
れ
は
大
き
な
打
撃
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
英
米
関
係
を
急
速
に
悪
化
さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ

る
「
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
危
機
」
で
あ
る
。

　
こ
の
「
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
危
機
」
を
収
束
さ
せ
る
べ
く
、
一
九
六
二
年
一
二
月
一
八
日
か
ら
、
英
領
バ
ハ
マ
諸
島
の
ナ
ッ
ソ
ー
で
英
米
首

脳
会
談
が
開
か
れ
た
。
そ
し
て
一
二
月
二
一
日
に
合
意
さ
れ
た
の
が
、「
核
防
衛
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
声
明
」、
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ッ
ソ
ー
協

定
」
で
あ（
8
）る。

　「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
八
項
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
に
代
わ
り
、
原
子
力
潜
水
艦
搭
載
用

の
（
弾
頭
抜
き
の
）
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
を
イ
ギ
リ
ス
に
提
供
す
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載

す
る
た
め
の
潜
水
艦
は
イ
ギ
リ
ス
が
建
造
す
る
と
さ
れ
た
。「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
建
造
す
る
潜
水
艦
の
「
数
」
ま
で

は
確
定
さ
れ
な
か
っ
た（
9
）が、
そ
の
後
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
は
建
造
す
る
潜
水
艦
の
「
数
」
を
「
五
隻
」
に
決
定
し
）
10
（
た
。

　
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
同
じ
く
第
八
項
に
お
い
て
、
ポ
ラ
リ
ス
を
装
備
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
潜
水
艦
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
実
現
を

目
指
し
て
い
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
多
角
的
核
戦
力 

（M
ultilateral Force:

Ｍ
Ｌ
Ｆ
）」
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｍ

Ｌ
Ｆ
は
、
非
核
保
有
国
（
主
に
西
ド
イ
ツ
が
想
定
さ
れ
た
）
に
核
兵
器
へ
の
一
定
の
ア
ク
セ
ス
を
与
え
る
こ
と
で
核
の
拡
散
を
防
止
す
る
こ

と
を
主
目
的
と
し
た
同
盟
内
で
の
核
共
有
構
想
で
あ
り
、
そ
の
後
二
五
隻
の
水
上
艦
で
戦
力
を
構
成
す
る
案
に
発
展
し
て
い
く
が
、

「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
の
段
階
で
は
、
戦
力
は
潜
水
艦
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
）
11
（
た
。
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第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
、
究
極
的
な
国
益
（suprem

e national interest

）
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

た
場
合
」、
イ
ギ
リ
ス
は
同
国
の
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
を
Ｍ
Ｌ
Ｆ
か
ら
独
立
さ
せ
て
運
用
出
来
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
は
、（
一
）
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
で
、「
独
自
核
抑
止
力
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
が
、（
二
）
そ
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
は
、
通
常
時
、
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、（
三
）「
究
極
的
な
国
益
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
」
た
と
判
断
し
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
Ｍ
Ｌ
Ｆ
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
若
干
複
雑
な
形
で
、

何
と
か
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
は
ま
さ
に
、「
自
立
の
た
め
の

依
存
」
と
い
う
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
権
の
核
政
策
の
あ
る
種
の
「
捩
れ
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
三
年
一
〇
月
一
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
権
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
か
ら
同
じ
保
守
党
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ム
（Alec D

ouglas-

H
om

e

）
の
手
へ
と
移
る
が
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ム
政
権
は
わ
ず
か
一
年
の
短
命
に
終
わ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定

の
再
交
渉
」
を
公
約
と
し
て
掲
げ
る
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
権
が
、
そ
の
後
を
襲
う
の
で
あ
る
。

三
　「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」

　
一
九
六
四
年
一
〇
月
の
総
選
挙
の
際
に
発
表
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
労
働
党
は
、
保
守
党
政
権
が
「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
に
よ
っ
て
維
持

し
た
と
喧
伝
し
て
い
る
「
イ
ギ
リ
ス
の
独
自
抑
止
力
（independent British deterrent

）」
は
、
実
の
と
こ
ろ
「『
独
自
の
』
で
は
な
く
、

『
イ
ギ
リ
ス
の
』
で
は
な
く
、『
抑
止
』
も
し
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
我
々
は
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
を
提
案
す
る
」
と
謳
っ
）
12
（
た
。
こ

の
「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」
と
い
う
文
言
は
、
一
般
に
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル

搭
載
型
潜
水
艦
の
建
造
中
止
、
す
な
わ
ち
「
独
自
核
抑
止
力
の
放
棄
」
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
）
13
（
た
。
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　「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」
と
い
う
文
言
を
含
む
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
防
衛
に
関
す
る
パ
ー
ト
は
、
党
首
で
あ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
ら
の

手
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
避
け
、
ポ
ラ
リ

ス
を
破
棄
す
る
と
は
明
言
し
な
か
っ
）
14
（
た
。
こ
の
文
言
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
ま
で
踏

み
込
ま
な
か
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
核
を
巡
る
深
刻
な
労
働
党
内
の
党
内
対
立
と
、
そ
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
党
首
と
し
て
の
立
場
の
脆

弱
さ
が
存
在
し
て
い
た
。

　
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
労
働
党
内
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
核
兵
器
の
一
方
的
破
棄
を
主
張
す
る
左
派

と
、
核
兵
器
の
保
持
を
求
め
る
右
派
に
よ
る
激
し
い
対
立
が
生
じ
た
。
一
九
六
〇
年
の
党
大
会
で
左
派
が
提
出
し
た
「
一
方
的
核
軍
縮
決

議
案
」
が
採
択
さ
れ
た
が
、
右
派
の
党
首
で
あ
る
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
（H

ugh G
aitskell

）
が
そ
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
、
翌
年
そ
れ
を
撤
回
さ

せ
た
の
は
、
そ
の
対
立
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
）
15
（

た
。

　
一
九
六
三
年
、
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の
突
然
の
死
を
受
け
て
党
首
と
な
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
左
右
両
陣
営
の
「
調
停
者
」
の
様
な
形
で
党
内

で
浮
上
し
た
政
治
家
で
あ
）
16
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
左
右
ど
ち
ら
の
陣
営
に
も
確
た
る
基
盤
を
持
た
ず
、
党
首
と
し
て
、
そ

し
て
首
相
と
し
て
の
彼
の
立
場
は
非
常
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
）
17
（
た
。

　
こ
の
「
独
自
核
抑
止
力
の
放
棄
」
を
想
起
さ
せ
る
文
言
は
、「
一
方
的
核
軍
縮
派
」
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
計
算
に
入
れ
て
書
か
れ
）
18
（

た
。

一
方
、
党
内
の
右
派
に
属
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
で
は
防
衛
相
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
ヒ
ー
リ
ー
（D

enis H
ealey

）
に
言
わ
せ
れ
ば
、

彼
ら
右
派
も
、「
ポ
ラ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
戦
略
に
お
け
る
変
化
程
に
は
関
心
が
無
」
く
、「
核
の
仕
掛
け
線
（nuclear 

tripw
ire

）
に
よ
る
抑
止
を
離
れ
て
、
通
常
兵
器
に
よ
る
防
衛
に
向
か
う
こ
と
を
望
ん
で
い
）
19
（

た
」。

　
つ
ま
り
左
派
も
右
派
も
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」
に
は
異
論
が
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
期
待
す
る
こ
と
は
微
妙
に
食
い
違
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」
と
い
う
文
言
を
巡
る
「
曖
昧
さ
の
主
な
原
因
は
、
明
ら
か
に
、
党
の
指
導
部
が
、
抑
止

力
に
賛
成
す
る
人
々
と
反
対
す
る
人
々
の
双
方
の
支
持
票
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
）
20
（
た
」。
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お
そ
ら
く
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
の
再
交
渉
」
と
い
う
文
言
を
書
い
た
時
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
身
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る

の
か
、
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
後
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
具
体
的
な
意
味
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、「
選
挙
期
間
中
」
の
こ
と
だ
っ

た
の
だ
。

四
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
発
足
と
検
討
の
開
始

　
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
五
日
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
労
働
党
は
一
三
年
ぶ
り
に
政
権
の
座
に
就
い
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
回
顧
録
で
、
自

身
の
政
権
が
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
（
以
下
、「
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
」
と
い
う
略
称
も
用
い
て
い
く
）
の
建
造
続
行
を
決
定
し
た

理
由
を
、
政
権
に
就
い
て
間
も
な
く
の
頃
、
野
党
時
代
に
は
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
情
報
を
見
て
み
る
と
、「
潜
水
艦
の
建
造
は

引
き
返
し
不
可
能
地
点
を
越
え
て
い
る
（past the point of no return

）
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
法
外
な
費
用
を
払
う
の
で
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ら
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
）
21
（

る
。
こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
引
き
返
し
不
可
能
地
点

通
過
論
」
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
潜
水
艦
建
造
を
続
行
し
た
理
由
と
し
て
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て
き
）
22
（
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
事
実
で
は

な
い
。

　
政
権
発
足
直
後
、
防
衛
相
と
な
っ
た
ヒ
ー
リ
ー
は
防
衛
省
に
、
建
造
中
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
対
潜
原
子
力
潜
水
艦
（
ハ
ン
タ
ー
・
キ

ラ
ー
）
に
転
換
す
る
場
合
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
命
じ
た
。
ハ
ン
タ
ー
・
キ
ラ
ー
は
対
潜
潜
で
あ
り
、「
核
抑

止
力
」
と
し
て
は
機
能
し
な
い
の
で
、
建
造
中
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
全
て
ハ
ン
タ
ー
・
キ
ラ
ー
に
転
換
し
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独

自
核
抑
止
力
」
は
事
実
上
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
費
用
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
ハ
ン
タ
ー
・

キ
ラ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
）
23
（

る
。
実
は
、
一
九
六
四
年
二
月
の
議
会
で
の
答
弁
で
、
ま
だ
野
党

議
員
で
あ
っ
た
ヒ
ー
リ
ー
は
、「
も
し
同
盟
国
が
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ラ
リ
ス
を
必
要
と
し
て
い
な
い
と
我
々
が
判
断
し
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
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潜
水
艦
を
ハ
ン
タ
ー
・
キ
ラ
ー
潜
水
艦
に
転
換
す
る
こ
と
に
少
し
の
躊
躇
も
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
発
言
し
て
い
）
24
（
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

海
軍
が
、
労
働
党
が
政
権
に
就
い
た
場
合
に
備
え
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
ハ
ン
タ
ー
・
キ
ラ
ー
へ
の
転
換
が
可
能
な
よ
う
に
準
備
し
て
い

た
の
で
あ
）
25
（
る
。

　
ヒ
ー
リ
ー
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ー
リ
ー
は
こ
の
情
報
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
外
相
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（Patrick G

ordon 

W
alker

）
に
伝
え
た
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
情
報
を
「
他
の
閣
僚
に
は
知
ら
せ
な
い
よ
う
に
」
と
、

ヒ
ー
リ
ー
に
釘
を
刺
し
）
26
（
た
。
そ
の
理
由
は
間
も
な
く
明
ら
か
と
な
る
。

　
ヒ
ー
リ
ー
は
こ
の
時
同
時
に
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
「
建
造
数
（
建
造
す
る
と
す
れ
ば
、
何
隻
建
造
す
べ
き
か
）」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

の
作
成
も
命
じ
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、「
も
し
目
的
が
、
効
果
的
な
独
自
管
理
の
国
家
抑
止
力
（credible independently-

controlled national deterrent

）」
に
あ
る
な
ら
ば
、「
建
造
数
」
は
「
五
隻
」
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、「
作
戦
上
の
要
因
」
か
ら
そ
の
理
由

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
効
果
的
な
抑
止
力
」
と
は
、
ソ
連
を
「
受
け
入
れ
難
い
レ
ベ
ル
ま
で
破
壊
す
る
」（
ソ
連
の
二
〇
の

主
要
都
市
を
破
壊
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
が
出
来
る
能
力
と
定
義
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
効
果
的
な
抑
止
力
」
を
保
持
す
る
た

め
に
は
、
三
二
の
ミ
サ
イ
ル
が
常
に
発
射
準
備
態
勢
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
一
隻
の
潜
水
艦
は
一
六
の
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載

出
来
る
の
で
、
三
二
の
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
準
備
態
勢
に
置
く
た
め
に
は
二
隻
の
潜
水
艦
が
任
務
に
就
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
潜
水
艦
は
定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
た
め
、
潜
水
艦
を
四
隻
以
下
に
し
た
場
合
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ク
ル
上
、
任
務

に
就
い
て
い
る
潜
水
艦
が
一
隻
、
あ
る
い
は
ゼ
ロ
に
な
る
期
間
が
出
来
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
が
「
効
果
的
な
抑
止
力
」
を

保
持
す
る
た
め
に
は
、
五
隻
の
潜
水
艦
が
必
要
と
な
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
）
27
（

る
。
こ
の
後
ヒ
ー
リ
ー

は
防
衛
省
に
、「
三
隻
の
潜
水
艦
で
の
任
務
」
の
可
能
性
つ
い
て
念
を
押
す
様
に
尋
ね
た
が
、
回
答
は
や
は
り
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
）
28
（
た
。
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五
　
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
と
Ａ
Ｎ
Ｆ

　
一
九
六
四
年
一
一
月
一
一
日
、
首
相
官
邸
で
第
一
六
回
非
常
設
内
閣
委
員
会
（
以
下
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
）
が
開
か
れ
た
。
こ
の
委
員
会
の

正
式
な
出
席
者
は
、
首
相
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
外
相
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
防
衛
相
の
ヒ
ー
リ
ー
の
三
名
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

「
イ
ギ
リ
ス
の
核
政
策
決
定
の
歴
史
に
お
い
て
最
小
の
内
閣
委
員
会
」
で
あ
っ
）
29
（
た
。
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
核
政
策
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
重
要
な
方
針
決
定
は
、
こ
の
「
史
上
最
小
の
内
閣
委
員
会
」
に
お
い
て
な
さ
れ
）
30
（

た
。

　
三
人
は
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
案
と
し
て
、「
大
西
洋
核
戦
力
（Atlantic N

uclear 

Force:

Ａ
Ｎ
Ｆ
）」
構
想
を
推
進
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
Ａ
Ｎ
Ｆ
は
、
船
員
の
構
成
、
核
発
射
の
拒
否
権
な
ど
の
点
で
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ

Ｌ
Ｆ
を
イ
ギ
リ
ス
に
も
受
け
入
れ
易
い
よ
う
に
一
部
改
変
し
た
も
の
で
あ
）
31
（
る
。

　
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
の
内
容
は
複
雑
か
つ
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
や
意
図
も
多
岐
に
渡
る
た
め
、
そ
の
全
て
を
こ
こ
で
見
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
本
稿
の
議
論
と
の
関
わ
り
で
重
要
な
こ
と
は
、
大
き
く
二
点
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
戦
力
の
一
部
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
は
、
Ｖ
型
爆
撃
と
「
三
隻
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
」
を
提
供
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
合
の
議
事
録
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
が
「
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
」
を
提
供
す
べ
き
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
の
「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
に
お
い
て
そ
れ
は
、

「
我
々
の
交
渉
上
の
立
場
（bargaining position

）
は
大
部
分
、
我
々
が
出
来
る
貢
献
の
規
模
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
）
32
（

る
。

つ
ま
り
、
提
供
す
る
戦
力
で
の
貢
献
度
を
上
げ
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
と
Ｍ
Ｌ
Ｆ
を
巡
る
交
渉
の
他
の
様
々
な
点
で
ア
メ
リ
カ
の
譲
歩
を
引

き
出
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
潜
水
艦
建
造
を
続
行
し
た
理
由
と
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
引
き
返
し
不
可
能
地
点
通
過
論
」
を
採
用
し
て
い
る
者

は
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
を
、
仕
方
な
く
建
造
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ポ
ラ
リ
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ス
潜
水
艦
の
建
造
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
独
自
核
抑
止
力
を
放
棄
す
る
」
と
い
う
印
象
を
与

え
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
た
。
し
か
も
、
労
働
党

は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
反
対
す
る
」
と
も
明
言
し
て
い
た
の
）
33
（
で
、
そ
れ
を
Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
提
供
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、「
独
自
核
抑
止
力
」
で
も
Ｍ
Ｌ
Ｆ
で
も
な
い
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
使
い
道
を
探
る
必
要
性
が
生
じ
、
そ
れ
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
が
構
想
さ
れ
た

理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
議
論
で
あ
）
34
（

る
。
し
か
し
、
事
実
は
逆
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
す
る
た

め
に
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
建
造
続
行
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
点
目
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
し
た
戦
力
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
存
続
す
る
限
り
」、
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
参
加
し
続
け
る
と
さ
れ
た
点
で

あ
）
35
（
る
。
先
に
も
見
た
様
に
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
で
は
、「
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
、
究
極
的
な
国
益
（suprem

e national interest

）
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
」、
同
国
の
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
Ｍ
Ｌ
Ｆ
か
ら
独
立
さ
せ
て
運
用
出
来
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
）
36
（

た
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
自
国
の
判
断
に
基
づ
い
て
比
較
的
容
易
に
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
回
復
出
来
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、

Ａ
Ｎ
Ｆ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
解
体
さ
れ
た
時
に
の
み
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
、
自
国
の
判
断
の
み
に

基
づ
い
て
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
解
体
さ
れ
る
」
と
い
う
ほ
ぼ
非
現
実
的
な

と
こ
ろ
ま
で
そ
の
条
件
を
吊
り
上
げ
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
す
る
こ
と
で
一
度
手
放
し
た
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
回
復

す
る
意
思
が
無
い
こ
と
を
、
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「『
究
極
的
な
国
益
条
項
』
の
撤
回
」
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
「
選
挙
期
間
中
に
」
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
の
「
究
極
的
な
国
益
条
項
」
を
撤
回
す
る
こ
と
で
、「
ナ
ッ
ソ
ー
交
渉
の
再
交
渉
」
と
い
う
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
誓
約
を
守
り
、「
独
自
核
抑
止
力
」
の
放
棄
を
望
む
左
派
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
の
で
あ
）
37
（
る
。

　
潜
水
艦
の
提
供
を
決
め
た
理
由
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
そ
の
「
数
」
を
「
三
隻
」
と
し
て
い
た
理
由
は
、
明
白
で
な
な

い
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
で
の
議
論
は
、
各
省
庁
が
共
同
で
作
成
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
土
台
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
は
、
イ
ギ
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リ
ス
は
Ｖ
型
爆
撃
機
と
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
戦
力
と
し
て
提
供
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
こ
で
は
、
提
供
す
べ
き
潜
水
艦
の

「
数
」
は
、「
ア
メ
リ
カ
が
提
供
す
る
潜
水
艦
と
同
等
程
度
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
数
字
は
言
及
さ
れ
て
い
な
）
38
（

い
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
で
は
、「
三
隻
」
の
潜
水
艦
は
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
解
体
し
た
場
合
、
我
々
が
受
け
入
れ
可
能
な
最
小
限
の
戦
力

（m
inim

um
 force

）
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
し
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
解
体
し
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
か
ら
返
還
さ
れ
た
戦
力
で
イ
ギ
リ
ス
が

同
盟
に
頼
ら
ず
完
全
に
自
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、
必
要
と
な
る
最
低
限
の
戦
力
が
「
三
隻
」
で
あ
る

と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
先
に
見
た
、「
効
果
的
な
抑
止
力
」
を
保
持
す
る
た
め
に
は

「
五
隻
」
の
潜
水
艦
が
必
要
で
あ
り
、「
三
隻
」
で
の
任
務
は
難
し
い
と
い
う
、
防
衛
省
の
見
積
も
り
と
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
主
張
で
あ
）
39
（

る
。

ヒ
ー
リ
ー
が
防
衛
省
の
見
積
も
り
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
隠
蔽
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
の
「
三
隻
」
と

い
う
数
字
は
、
防
衛
、
安
全
保
障
、
戦
略
上
の
考
慮
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
「
三
隻
」
と
い
う
の
は
、

取
り
敢
え
ず
置
か
れ
た
「
仮
」
の
数
字
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
今
後
「
三
隻
」
と
い
う
数
字
は
全
く
既
定
路
線
に
な
ら
ず
、

「
建
造
数
」
を
巡
る
議
論
が
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
総
選
挙
で
の
勝
利
か
ら
未
だ
一
カ
月
経
た
な
い
こ
の
時
点
で
、
首
相
、
外
相
、
防
衛
相
の
中
で
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦

の
建
造
を
継
続
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
独
自
核
抑
止
力
」
の
維
持
の
た
め
で
は
な
く
、
Ａ
Ｎ
Ｆ

へ
の
提
供
が
そ
の
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
　「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」

　
一
〇
月
二
一
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
一
七
回
非
常
設
内
閣
委
員
会
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
七
）、
通
称
「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」

は
、
翌
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
英
米
首
脳
会
談
に
備
え
る
た
め
、
関
係
閣
僚
、
高
官
が
出
席
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
対
外
政
策
、
防
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衛
・
安
全
保
障
政
策
の
基
本
路
線
を
定
め
た
重
要
な
会
議
で
あ
り
、
こ
の
会
合
の
全
体
は
既
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
に
お
い
て
詳
細
に
検

討
さ
れ
て
い
）
40
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
潜
水
艦
建
造
問
題
に
関
係
す
る
議
論
に
の
み
焦
点
を
絞
っ
て
見
て
い
く
。

　
潜
水
艦
建
造
を
巡
る
各
ア
ク
タ
ー
間
の
駆
け
引
き
は
、
会
合
の
前
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
の
後
大
蔵
省
は
、

「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
で
潜
水
艦
建
造
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
見
据
え
、
潜
水
艦
建
造
費
用
に
つ
い
て
の

検
討
を
本
格
的
に
始
め
、
防
衛
省
に
建
造
費
用
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
を
求
め
）
41
（

た
。
し
か
し
、
防
衛
省
は
理
由
を
明
白
に
せ
ず
に
そ
れ

を
拒
否
し
た
た
）
42
（
め
、
大
蔵
省
は
強
く
抗
議
し
）
43
（
た
。
結
局
防
衛
省
か
ら
大
蔵
省
へ
の
情
報
の
提
供
は
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
チ
ェ
ッ
カ
ー

ズ
会
合
」
の
前
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
蔵
省
は
防
衛
省
か
ら
提
供
さ
れ
た
建
造
費
用
に
関
す
る
情
報
の
何
点
か
に
疑
問
を
持

ち
、
よ
り
詳
細
な
説
明
を
求
め
た
が
、
防
衛
省
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
）
44
（
る
。
し
た
が
っ
て
「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
の
議
論
で
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い
た
の
は
防
衛
省
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
、
防
衛
省
は
議
論
の
趨
勢
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
出
来
な
か
っ
た
。

　「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
で
は
、
合
計
四
回
の
会
合
が
持
た
れ
た
が
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
に
関
係
す
る
議
論
が
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の

内
の
第
三
回
と
第
四
回
の
会
合
で
あ
る
。
第
三
回
の
会
合
で
は
、
外
相
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
か
ら
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
が
説
明
さ
れ
、
Ａ

Ｎ
Ｆ
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
他
の
出
席
者
か
ら
概
ね
合
意
が
得
ら
れ
）
45
（

た
。
こ
れ
を
受
け
、
第
四
回
の
会
合
で
は
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
詳
細
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
中
で
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
す
る
潜
水
艦
の
「
数
」
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
）
46
（
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
す
る
潜
水
艦
の
「
数
」
に
関
す
る
議
論
は
、
防
衛
省
が
作
成
し
た
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー

パ
ー
は
ま
ず
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
に
関
す
る
「
現
在
の
状
況
」
を
説
明
し
、
建
造
数
が
「
五
隻
」、「
四
隻
」、「
三
隻
」
の
各
々
の
場
合
に

つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
五
隻
」
の
場
合
が
、「
純
粋
に
戦
略
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
最
も
望
ま

し
」
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
イ
ギ
リ
ス
は
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
大
き
な
貢
献
を
な
す
こ
と
が
出
来
、
し
た
が
っ
て
、
よ
り
少
数
の
潜
水
艦
を
提
供
す

る
場
合
よ
り
、
我
々
が
望
む
政
治
的
・
戦
略
的
対
価
を
得
る
た
め
の
交
渉
に
お
い
て
強
力
な
梃
子
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
評
価
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し
て
い
）
47
（
る
。

　
明
ら
か
に
「
五
隻
」
を
推
奨
す
る
防
衛
省
の
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
の
議
論
で

は
「
五
隻
」
と
い
う
選
択
肢
は
、「
二
隻
」
と
共
に
真
っ
先
に
排
除
さ
れ
た
。「
二
隻
の
潜
水
艦
は
我
々
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
不
十
分

で
あ
り
、
五
隻
の
潜
水
艦
の
提
供
は
不
必
要
に
多
い
」
と
い
う
の
が
議
論
の
出
席
者
達
の
共
通
見
解
で
あ
っ
た
。「
五
隻
」
が
「
不
必
要

に
多
い
」
と
い
う
の
は
、「
財
政
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
の
異
論
は
別
に
し
て
も
」、
イ
ギ
リ
ス
が
提
供
す
る
戦
力
が
大
き
過
ぎ
る
と
、
他

の
国
も
そ
れ
に
釣
り
合
う
よ
う
に
提
供
す
る
戦
力
を
増
や
そ
う
と
し
、
結
局
Ａ
Ｎ
Ｆ
よ
り
大
き
な
戦
力
構
成
を
想
定
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
方
が
好
ま
し
い
と
い
う
方
向
に
同
盟
内
で
の
議
論
が
流
れ
る
と
い
う
危
惧
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
）
48
（

る
。

　
し
た
が
っ
て
、
議
論
は
主
に
「
三
隻
か
四
隻
か
」
を
巡
っ
て
行
わ
れ
た
。「
三
隻
」
を
主
張
す
る
参
加
者
達
が
強
調
し
た
の
は
、「
三
隻

の
潜
水
艦
は
効
果
的
な
独
自
抑
止
力
（creditable independent deterrent

）
に
は
成
り
得
な
い
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
将
来
に
渡
っ
て
（
引

用
者
注:

核
兵
器
の
）
独
自
の
国
家
管
理
（independent national control

）
を
再
び
獲
得
す
る
つ
も
り
が
な
い
こ
と
を
明
白
に
す
る
こ
と
が

出
来
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
放
棄
す
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め
、「
三
隻
」
に

す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
こ
の
主
張
で
あ
る
。
一
方
、「
四
隻
」
を
主
張
す
る
参
加
者
達
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
た
め
に

は
提
供
す
る
戦
力
は
一
隻
で
も
多
い
方
が
良
い
と
論
じ
た
。「
三
隻
派
」
の
重
点
は
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
提
供
す
る
こ
と
で

「
イ
ギ
リ
ス
が
独
自
核
抑
止
力
を
放
棄
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、「
四
隻
派
」
の
重
点
は
、「
そ
れ
を
交
渉
カ
ー
ド
に
使
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら

譲
歩
を
引
き
出
す
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
議
論
は
取
り
敢
え
ず
、「
三
隻
」
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
落
ち
着
い
た

が
、
こ
れ
は
「
四
隻
」
の
可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
）
49
（
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
一
六
と
「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
委
員
会
で
あ
り
、
主
要
な
関
係
閣
僚
は
参
加
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
こ

で
の
決
定
が
政
府
を
正
式
に
拘
束
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
の
正
式
な
路
線
決
定
は
、「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会

合
」
直
後
の
一
一
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
、
全
て
の
閣
僚
が
集
ま
る
正
式
な
閣
議
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
来
る
べ
き
英
米
首
脳
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会
談
で
Ａ
Ｎ
Ｆ
構
想
を
ア
メ
リ
カ
に
提
案
す
る
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
と
し
て
正
式
に
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
）
50
（
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、

Ａ
Ｎ
Ｆ
に
イ
ギ
リ
ス
が
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
提
供
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
建
造
続
行
が
政
府
の
正
式
な
政
策
と
な
っ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
建
造
す
る
潜
水
艦
の
「
数
」
は
こ
の
場
で
も
ま
だ
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
計
画
に
お
け
る
建

造
数
の
削
減
は
、
必
要
と
な
る
条
件
に
関
す
る
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
経
な
け
れ
ば
決
定
で
き
な
い
」
と
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
）
51
（

た
。

七
　
防
衛
省
の
抵
抗

　
一
二
月
七
日
、
八
日
に
行
わ
れ
た
英
米
首
脳
会
談
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
提
案
が
な
さ
れ
）
52
（

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ａ
Ｎ

Ｆ
構
想
の
推
進
は
国
際
的
に
も
イ
ギ
リ
ス
の
公
式
な
政
策
と
な
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
イ
ギ
リ
ス
が
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
す
る
戦
力
を
早
期

に
確
定
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
後
、
防
衛
省
は
、「
五
隻
」
の
建
造
を
前
提
と
し
て
計
画
を
進
め
、
装
備
品
な
ど
の
調
達
を
行
お
う
と
し
て
い
）
53
（
た
。

こ
れ
を
知
っ
た
大
蔵
省
は
防
衛
省
に
、「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
の
議
事
録
を
見
れ
ば
、
閣
僚
達
が
事
実
上
五
隻
目
の
排
除
を
決
定
し
、
三

隻
目
と
四
隻
目
の
建
造
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
完
全
に
オ
ー
プ
ン
な
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
、

「
五
隻
」
の
建
造
を
前
提
と
し
た
計
画
推
進
を
諫
め
る
書
簡
を
送
っ
）
54
（
た
。
し
か
し
、
防
衛
省
は
、「
我
々
は
『
閣
僚
達
が
事
実
上
五
隻
目
の

排
除
を
決
定
し
』
た
と
い
う
趣
旨
の
指
示
は
受
け
て
い
な
い
」
と
反
論
し
、「
五
隻
」
の
線
で
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
こ

と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
）
55
（
る
。

　
し
か
し
、「
五
隻
」
を
望
む
防
衛
省
の
姿
勢
は
、
そ
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
大
臣
に
は
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
二
月
二
一
日
、
ヒ
ー

リ
ー
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
、
潜
水
艦
建
造
数
の
早
期
決
定
を
促
す
覚
え
書
き
を
渡
し
た
。
そ
の
覚
え
書
き
に
お
い
て
ヒ
ー
リ
ー
は
、「
大
西
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洋
核
戦
力
に
関
す
る
我
々
の
提
案
に
お
け
る
あ
る
種
の
コ
ー
ナ
ー
・
ス
ト
ー
ン
と
し
て
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
建
造
計
画
を
継
続
す
べ
き
こ
と

は
、
今
や
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
防
衛
・
対
外
政
策
委
員
会
（D

efence and O
versea Policy Com

m
ittee:

Ｄ

Ｏ
Ｐ
Ｃ
）
メ
ン
バ
ー
に
提
案
す
る
予
定
の
草
稿
を
添
付
し
た
）
56
（
が
、
そ
こ
に
は
、「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
で
述
べ
た
理
由
に
よ
り
」、「
我
々

は
、
既
に
建
設
中
の
四
隻
の
潜
水
艦
は
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
五
隻
目
に
関
し
て
は
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
れ
を
公

に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
）
57
（

る
。

　
ヒ
ー
リ
ー
の
こ
の
覚
え
書
き
が
、
ど
の
程
度
防
衛
省
の
高
官
、
あ
る
い
は
軍
部
と
調
整
さ
れ
た
上
で
送
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
お
そ
ら
く
防
衛
省
は
「
五
隻
」
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
頃
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
建
造
数
を
左
右
す
る
新
た
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
一
二
月
初
頭
、
ロ
ン
ド
ン
を
訪
問
し
た
イ
ン
ド
の

シ
ャ
ス
ト
リ
（Lal Bahadur Shastri
）
首
相
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
の
会
談
に
臨
み
、
イ
ン
ド
が
、
中
国
の
核
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

米
ソ
か
ら
の
核
の
傘
の
提
供
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
）
58
（
る
。
シ
ャ
ス
ト
リ
が
望
ん
だ
の
は
、「
米
ソ
か
ら
」
の
核
の

傘
の
提
供
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
、
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
も
参
画
し
、「
米
・
英
・
ソ
」
の
三
カ
国
で
イ
ン
ド
に
核
の
傘
を
提

供
す
る
構
想
の
検
討
を
始
め
）
59
（
た
。

　
お
そ
ら
く
防
衛
省
は
こ
れ
を
、
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
の
建
造
数
を
増
や
す
好
機
と
捉
え
た
。
ヒ
ー
リ
ー
が
、
建
造
数
の
違
い
が
「
ス
エ
ズ

以
東
」
へ
の
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
の
配
備
に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討
を
命
じ
る
と
、
防
衛
省
は
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
と
の
両
立
を
前

提
と
す
れ
ば
、
五
隻
の
潜
水
艦
が
建
造
さ
れ
た
場
合
の
み
、
そ
の
内
の
一
隻
を
「
ス
エ
ズ
以
東
」
に
配
備
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
結

論
付
け
た
の
で
あ
）
60
（

る
。
し
か
し
、
防
衛
省
が
望
む
「
五
隻
」
が
、
政
府
内
で
重
要
な
選
択
肢
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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八
　
建
造
数
の
決
定

　
一
二
月
二
一
日
に
ヒ
ー
リ
ー
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
送
っ
た
、「
四
隻
」
の
建
造
と
五
隻
目
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
提
案
す
る
ペ
ー
パ
ー
は
そ
の

後
若
干
修
正
さ
れ
、
六
五
年
一
月
六
日
、
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
の
全
メ
ン
バ
ー
に
配
布
さ
れ
）
61
（

た
。
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
ゴ
ー
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
も

ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
、
建
造
数
を
「
四
隻
」
と
す
る
ヒ
ー
リ
ー
の
主
張
に
完
全
に
同
意
す
る
旨
の
書
簡
を
送
っ
）
62
（
た
。
こ
れ
を
受
け
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
、
こ
の
問
題
を
次
回
の
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
を
承
認
し
）
63
（

た
。

　
こ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、「
三
隻
」
を
望
ま
し
い
と
考
え
る
大
蔵
省
も
ペ
ー
パ
ー
を
用
意
）
64
（
し
、
一
月
一
二
日
、
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

に
蔵
相
キ
ャ
ラ
ハ
ン
（Jam

es Callaghan

）
の
名
前
で
配
布
さ
れ
た
。
ペ
ー
パ
ー
は
、「
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
な
立
場
」
を
考
え
れ
ば
、
早

期
に
四
隻
目
と
五
隻
目
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
表
明
す
る
と
共
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
の

問
題
に
関
し
て
、「
私
は
、
独
自
抑
止
力
（independent deterrent force

）
の
文
脈
で
考
え
れ
ば
、
三
隻
よ
り
四
隻
の
方
が
望
ま
し
い
と

い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
は
今
、
我
々
の
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
提
案
の
文
脈
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私

は
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
文
脈
で
四
隻
の
潜
水
艦
が
我
々
の
交
渉
上
の
立
場
を
改
善
す
る
と
は
思
え
な
い
。
何
故
な
ら
、（
引
用
者
注:

Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提

供
す
る
潜
水
艦
の
数
を
四
隻
に
し
た
場
合
、）
イ
ギ
リ
ス
は
、
巧
妙
な
偽
装
（ingenious disguise

）
の
下
で
自
身
の
独
自
抑
止
力
を
保
持
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
議
論
を
呼
ぶ
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い
）
65
（

る
。
つ
ま
り
、
建
造
す
る
潜
水
艦
を
「
四
隻
」
に
し
た
場

合
、
イ
ギ
リ
ス
は
本
気
で
Ａ
Ｎ
Ｆ
を
実
現
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
そ
れ
を
口
実
と
し
て
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
建
造
し
、
結
局
は
そ
れ
を

「
独
自
核
抑
止
力
」
と
し
て
使
う
つ
も
り
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
を
他
国
が
持
つ
可
能
性
が
あ
る
た
め
、「
建
造
数
」
を
「
三

隻
」
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
「
独
自
核
抑
止
力
」
と
し
て
用
い
る
つ
も
り
が
な
い
こ
と
を
明
白
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う

の
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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　「
三
隻
派
」
と
「
四
隻
派
」
の
主
張
が
出
揃
い
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
建
造
数
の
最
終
的
な
決
定
は
、
一
九
六
五
年

一
月
二
九
日
の
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
で
議
論
の
上
、
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
で
の
議
論
は
、
ヒ
ー
リ
ー
と
キ
ャ
ラ
ハ
ン
の
ペ
ー
パ
ー

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
）
66
（
た
。

　
ま
ず
ヒ
ー
リ
ー
が
、
何
故
「
四
隻
」
が
望
ま
し
い
か
を
説
明
し
た
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
「
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
会
合
」
の
「
四
隻
派
」

の
主
張
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
り
、「
四
隻
」
の
「
交
渉
カ
ー
ド
」
と
し
て
の
効
果
が
強
調
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
ヒ
ー

リ
ー
は
、「
も
し
Ａ
Ｎ
Ｆ
創
設
の
交
渉
が
失
敗
す
る
か
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
が
解
体
さ
れ
た
場
合
、
三
隻
の
潜
水
艦
は
効
果
的
な
抑
止

力
（credible deterrent
）
に
は
成
り
得
な
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
）
67
（

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
ヒ
ー
リ
ー
は
、
建
造
さ
れ
た
潜
水
艦
を

「
独
自
核
抑
止
力
」
と
し
て
使
う
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
キ
ャ
ラ
ハ
ン
は
、
一
月
一
二
日
の
自
ら
の
ペ
ー
パ
ー
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
）
68
（

た
。
そ
の
後
議
論
は
か
な
り
長
時
間
続
い
た

よ
う
で
、
残
さ
れ
た
議
事
録
に
は
発
言
者
の
氏
名
を
省
略
し
た
議
論
の
要
点
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
決
定
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
一

存
に
委
ね
ら
れ
た
よ
う
だ
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、「
三
隻
の
内
一
隻
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
場
合
、
我
々
の
立
場
が
弱
く
な
る
こ
と
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

特
に
考
慮
し

0

0

0

0

0

（
強
調
引
用
者
）」、「
四
隻
の
方
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
方
に
議
論
の
趨
勢
は
傾
い
た
と
い
う
合
意
に
達
し
た
と
宣
言
し
、
建

造
数
は
四
隻
に
決
定
さ
れ
）
69
（
た
。
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
我
々
の
立
場
」
が
、「
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
上
の
立
場
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ハ
ン
と
ヒ
ー
リ
ー
の
主
張
に
は
、「
独
自
核
抑
止
力
」
の
問
題
を
巡
る
重
要
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
が
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
結
局
、
一
言
も
「
独
自
核
抑
止
力
」
の
問
題
に
言
及
せ
ず
、「
交
渉
カ
ー
ド
」
と
し
て
の
有
効
性
を
理
由
に
、「
建
造

数
」
を
「
四
隻
」
に
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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九
　
お
わ
り
に

　
本
稿
の
考
察
に
よ
り
、
次
の
二
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
第
一
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水

艦
建
造
の
続
行
を
決
定
し
た
の
は
、
そ
れ
を
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
提
供
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
建
造
数
を
「
四
隻
」
と
す
る
と
い
う
決
定

は
、（
一
）
交
渉
上
の
立
場
を
有
利
に
す
る
た
め
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
貢
献
度
を
可
能
な
限
り
上
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、（
二
）
イ
ギ
リ

ス
が
提
供
す
る
戦
力
が
大
き
過
ぎ
る
と
、
他
の
国
も
そ
れ
に
釣
り
合
う
よ
う
に
提
供
す
る
戦
力
を
増
や
そ
う
と
し
、
結
局
Ａ
Ｎ
Ｆ
よ
り
大

き
な
戦
力
構
成
を
想
定
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｌ
Ｆ
の
方
が
好
ま
し
い
と
い
う
方
向
に
同
盟
内
で
の
議
論
が
流
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、「
五
隻
」
は
「
不
必
要
に
多
い
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　「
三
隻
派
」
の
「『
独
自
核
抑
止
力
』
を
放
棄
す
る
意
思
を
明
白
に
す
る
た
め
に
『
三
隻
』
と
す
べ
き
」
と
い
う
主
張
は
退
け
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
「『
独
自
核
抑
止
力
』
を
放
棄
す
る
意
思
」
が
無
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

　
結
局
「
建
造
数
」
を
最
終
的
に
「
四
隻
」
と
決
定
し
た
の
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、「
独
自
核
抑
止
力
」
の
問

題
に
全
く
言
及
せ
ず
、
交
渉
上
の
有
効
性
の
観
点
か
ら
決
定
を
行
っ
た
。「
三
隻
派
」
と
「
四
隻
派
」
に
は
、「『
独
自
核
抑
止
力
』
の
放

棄
」
を
ど
の
程
度
重
視
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
差
異
が
存
在
し
て
い
た
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
こ
の
問
題
に
踏
み
込
む
こ
と
を
避
け

た
。「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
存
続
す
る
限
り
」
イ
ギ
リ
ス
は
戦
力
を
提
供
し
続
け
る
と
い
う
内
容
を
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
盛
り
込
む
こ
と
で
左
派
を
満
足
さ

せ
、
建
造
数
を
「
四
隻
」
と
す
る
こ
と
で
、
右
派
を
満
足
さ
せ
る
。
そ
し
て
、「
独
自
核
抑
止
力
」
の
問
題
に
は
、
全
く
言
及
し
な
い
。

こ
こ
に
は
、
左
派
と
右
派
の
狭
間
で
微
妙
な
党
内
的
立
場
に
あ
る
首
相
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
姿
が
、
は
っ
き
り
と
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ル

ソ
ン
は
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
の
建
造
を
決
定
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
を
「
棚
上
げ
」
し
た
の
で
あ
る
。
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ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
型
潜
水
艦
建
造
問
題
を
巡
る
政
権
内
で
の
議
論
の
中
で
、「
冷
戦
」
や
「
デ
タ
ン
ト
」、「
同
盟
の
現
状
」

と
い
っ
た
、
国
際
政
治
状
況
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
、
単
に
ウ
ィ

ル
ソ
ン
以
下
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
閣
僚
、
高
官
達
の
国
際
政
治
状
況
へ
の
無
関
心
、
不
見
識
と
切
っ
て
捨
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
こ
に

は
、「
イ
ギ
リ
ス
の
核
兵
器
が
国
際
政
治
状
況
か
ら
遊
離
し
て
語
ら
れ
得
る
と
い
う
事
実
」、「
イ
ギ
リ
ス
の
核
兵
器
の
存
在
理
由
（
イ
ギ

リ
ス
の
核
兵
器
は
何
の
役
に
立
つ
の
か
）
の
曖
昧
さ
」、
と
い
う
、
本
質
的
な
問
題
が
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
深
い
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
本
稿
の
射
程
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ａ
Ｎ
Ｆ
は
そ
の
後
の
展
開
の
中
で
潰
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
と
前
後
す
る
様
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
イ
ン
ド
へ
の

核
の
傘
の
提
供
に
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
を
用
い
る
案
に
傾
斜
し
て
い
く
が
、
そ
ち
ら
も
実
現
し
な
か
っ
）
70
（

た
。
そ
し
て
結
局
イ
ギ
リ
ス
の
手
元

に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
四
隻
の
潜
水
艦
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
（Trident

）・
ミ
サ
イ
ル
搭
載
の
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド

（Vanguard

）
級
潜
水
艦
に
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
す
る
ま
で
、
二
〇
年
あ
ま
り
に
渡
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
「
独
自
核
抑
止
力
」
を
担
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
1
）  The N

ational Archives, Kew, U
K （hereafter TN

A
）, CAB 128/39, C. （65

） 35, 29 Feb. 1960.

（
2
）  

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
Ｍ
Ｌ
Ｆ
」
構
想
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
存
在
し
て
い
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、Frédéric Bozo, 

translated by Susan Em
anuel, Two Strategies for Europe: D

e G
aulle, the U

nited States, and the A
tlantic A

lliance 

（Lanham
: 

Row
m
an &

 Littlefield, 2001

）. 

小
島
か
お
る｢

ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ー
ル
と
『
大
西
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
構
想

―
多
角
的
核
戦
力
（
Ｍ
Ｌ

Ｆ
）
問
題
を
中
心
に｣

『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
四
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、
牧
野
和
伴｢

Ｍ
Ｌ
Ｆ
構
想
と
同
盟
戦
略
の
変
容
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）｣

『
成

蹊
大
学
法
学
政
治
学
研
究
』
第
二
一
巻
―
第
二
二
巻
（
一
九
九
九
―
二
〇
〇
〇
年
）、
山
本
健
太
郎｢

Ｍ
Ｌ
Ｆ
（
多
角
的
核
戦
力
）
構
想
と
ド

ゴ
ー
ル
外
交｣

『
法
と
政
治
』
第
五
八
巻
、
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）。
イ
ギ
リ
ス
の
「
Ａ
Ｎ
Ｆ
」
構
想
に
つ
い
て
は
、Susanna Schraf-
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stetter and Stephen Tw
igge, 

“Trick or Truth?: The British AFN
 Proposal, W

est G
erm

any and U
S N

on-proliferation Policy, 
1964 ‒66,

” Diplom
acy and Statecraft, Vol. 11, Issue 2 

（2000

）; John W
. Young, 

“Killing the M
LF?: The W

ilson G
overnm

ent 
and N

uclear Sharing in Europe, 1964 ‒66,

” Diplom
acy and Statecraft, Vol. 14, Issue 2 （2003
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nglo-G
erm
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overnm
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ATO
 Strategy, D

étente, and European Integration 

（M
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an-
chester U

niversity Press, 2007
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（
3
）  D
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overnm
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（
4
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 Pierre, N
uclear Politics: British Experience with an Independent Strategic Force, 1939 ‒1970 
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xford U
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（
5
）  

橋
口
豊
「
冷
戦
の
中
の
英
米
関
係

―
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
危
機
と
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
際
政
治
』
第
一
二
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）、

五
二
頁
。

（
6
）  D

onette M
urray, Kennedy, M

acm
illan and N

uclear W
eapons （London: M

acm
illan, 2000

）, p. 38.

一
九
六
〇
年
時
点
で
の
イ
ギ
リ

ス
の
核
戦
力
は
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空
軍
所
有
の
一
〇
〇
機
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ま
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の
Ｖ
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撃
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に
よ
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て
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さ
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uclear 
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ilitary A
tom

 （London: M
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illan, 1983

）, p. 247.

（
7
）  M

urray, Kennedy, M
acm

illan and N
uclear W

eapons, p. 67.

（
8
）  

以
下
特
別
な
断
り
が
無
い
限
り
、「
ナ
ッ
ソ
ー
協
定
」
の
内
容
は
、TN

A, PREM
 11/4229, Statem

ent on N
uclear D

efence System
s, 

21 D
ec. 1962

。

（
9
）  TN

A, CAB 128/36, C.C. （62

） 76, 21 D
ec. 1962.

（
10
）  TN

A, CAB 128/38, C.M
. （64

） 14, 25 Feb. 1964.

（
11
）  

Ｍ
Ｌ
Ｆ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
注
（
2
）
の
各
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）  F. W

. S. Craig 

（ed.

）, British G
eneral Election M

anifestos, 1900 ‒1974, Revised and Enlarged ed. 

（London: M
acm

illan, 
1975

）, p. 245.

（
13
）  D

ennis H
ealy, The Tim

e of M
y Life （London: M

ichael Joseph, 1989
）, p. 245; Saki D

ockrill, 

“Britain

’s Pow
er and Influence: 

D
ealing w

ith Three Roles and the W
ilson G

overnm
ent

’s D
efence D

ebate at Chequers in N
ovem

ber 1964,

” Diplom
acy and 
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Statecraft, Vol. 11, Issue 1 （2000

）, p. 227.

（
14
）  J. W

. Young, 

“International Factors and the 1964 Election,

” Contem
porary British H

istory, Vol. 21, N
o. 3 （2007

）, p. 356.
（
15
）  

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
労
働
党
内
の
核
兵
器
を
巡
る
対
立
に
つ
い
て
は
、
力
久
昌
幸｢

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
核
兵
器
政
策

―
一
方
的
核
軍

縮
運
動
の
盛
衰 

一
九
四
五
年
―
一
九
九
一
年
（
一
）｣

『
法
学
論
叢
』
第
一
三
一
巻
、
第
六
号
（
一
九
九
二
年
）。

（
16
）  
梅
川
正
美
、
阪
野
智
一
、
力
久
昌
幸
編
著
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
政
治
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
九
〇
頁
。

（
17
）  
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
党
首
に
な
っ
た
一
九
六
三
年
の
党
首
選
挙
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ブ
ラ
ウ
ン
（G

eorge Brow
n

）
で
決
選
投
票
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
第
一
次
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
で
閣
僚
に
な
る
こ
と
に
な
る
党
員
の
大
半
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
は
な
く
ブ
ラ
ウ
ン
に
投
票
し
て
い
る
。

Tim
othy H

eppell, 

“The Labour Party Leadership Election of 1963: Explaining the U
nexpected Election of H

arold W
ilson,

” 
Contem

porary British H
istory, Vol. 24, N

o. 2 （2010

）, p. 164.

（
18
）  Young, 

“International Factors and the 1964 Election,

” p. 356.

（
19
）  H

ealy, The Tim
e of M

y Life, p. 245.

（
20
）  

ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
リ
ス
／
佐
藤
行
雄
、
重
家
俊
範
、
宮
川
眞
喜
雄
訳
『
同
盟
の
力
学

―
英
国
と
米
国
の
防
衛
協
力
関
係
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
八
八
年
）、
一
三
五
頁
。

（
21
）  H

arold W
ilson, The Labour G

overnm
ent 1964 ‒1970: A

 Personal Record （London: W
eidenfeld &

 N
icolson, 1971

）, p. 40.

（
22
）  

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
引
き
返
し
不
可
能
地
点
通
過
論
」
を
採
用
し
た
代
表
的
な
記
述
と
し
て
は
、Robert S. N

orris, Andrew
 S. Burrow

s, 
Richard W

. Fieldhouse, N
uclear W

eapons D
ata Book: Volum

e V, British, French, and Chinese N
uclear W

eapons 

（O
xford: 

W
estview

 Press, 1994

）, p. 100; 

ベ
イ
リ
ス
『
同
盟
の
力
学
』、
一
四
一
頁
。
た
だ
し
ベ
イ
リ
ス
は
注
で
、「
こ
れ
は
あ
ま
り
説
得
力
の
あ
る
議

論
で
は
な
い
」
と
譲
歩
を
付
け
て
い
る
（
二
五
四
頁
）。

（
23
）  TN

A, D
EFE 13/350, M

odification of Polaris Program
m
e, 19 O

ct. 1964.

（
24
）  H
ansard, H

C D
eb, 26 February 1964, vol. 690 cc480 ‒481.

（
25
）  Solly Zuckerm

an, M
onkeys, M

en and M
issiles: A

n A
utobiography 1946 ‒1988 （London: N

orton, 1988

）, pp. 373 ‒374. 

著
者
の

ザ
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
一
九
六
四
年
〜
一
九
六
六
年
に
防
衛
省
主
席
科
学
顧
問
（Chief Scientific Adviser to the M

inistry of D
efence

）
の

立
場
に
あ
り
、
防
衛
政
策
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

（
26
）  H

ealy, The Tim
e of M

y Life, p. 302.
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（
27
）  TN

A, D
EFE 13/350, The case for 5 SSBN

s, 19 O
ct. 1964. 

な
お
、「credible

」
と
い
う
語
が
「
抑
止
力
」
に
つ
い
て
使
わ
れ
る
際
、

通
常
そ
れ
は
「
信
頼
出
来
る
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
日
本
語
の
語
感
上
、
本
稿
で
は
敢
え
て
「
効
果
的
な
」
と
い
う
意
訳
を
用
い
て
い
る
。

（
28
）  TN

A, D
EFE 13/350, Chief of the N

aval Staff to the Secretary of State, 6 N
ov. 1964.

（
29
）  Peter H
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